






































































































⊿ｔ ＝ rave / v0 rave:水滴の平均半径
v0:水滴の初速度
パーティクルシステムを使った水流の表現
水滴の射出時間間隔を適切に設定
連続的に水滴を表示し、水流を表現
1/30秒ごとの水滴の射出
適用結果
噴水のアニメーション
平均半径rave=2.0[cm] 標準偏差σ= 0.5[cm]
2.1a =ρ [kg/m
3] 
C=0.3 空気抵抗係数
空気密度 初速度v0=10.05[m/s](鉛直成分10m/s) 
適用結果の考察
・空気抵抗力の考慮により、
自然な軌道が表示
・射出時間間隔の適切な設定
により水流の表現
・現在の射出間隔との設定方法と
水滴の大きさの設定方法では小
さな水滴が表示できない
空気抵抗力を考慮しなかった場合
空気抵抗力を考慮した場合
自然のゆらぎの表現方法を変更
する必要がある
まとめ
今後の課題
•自然のゆらぎによる大きさの変化の表現
•水が水流の周辺に飛散する現象を表現する手法の開発
•水滴に作用する力を考慮した軌道シミュレーション
•水滴の射出時間間隔の適切な設定
自然な噴水の軌道の表現
水流の表現
